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気象庁作成 

11 月 22 日 長野県北部の地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の地震 

ａ 

2014年 11月 22日 22時 08分に長野県

北部の深さ５km で M6.7 の地震（最大震

度６弱）が発生した。この地震は、地殻

内で発生した。発震機構は西北西－東南

東方向に圧力軸を持つ型である。また、

この地震の後、同日 22時 37 分には、深

さ３km で M4.5 の余震（最大震度５弱）

が発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今

回の地震の震源付近（領域ａ）では、1998

年７月１日に M5.0 の地震（最大震度４）

が発生している。 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央付近（領域ｂ）では、1986

年 12 月 30 日に M5.9 の地震（最大震度

４）が発生し、道路被害４ヶ所などの被

害を生じている（被害は「日本被害地震

総覧」による）。 

震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2014 年 11 月 22 日、 

深さ０～30km、M≧2.0） 
2014 年 11 月の地震を赤色で表示 

領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図（上）、 

時空間分布図（南北投影）（下） 

「平成19年(2007年) 
新潟県中越沖地震」 

「平成16年(2004年) 
新潟県中越地震」 

神城断層 

図中の茶細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示 

本資料中、2014 年 11 月 22 日の地震データは未処理・未精査のものがある。 

震央分布図 

（1923 年１月１日～2014 年 11 月 22 日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2014 年 11 月の地震を赤色で表示 

ｂ 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

「平成19年(2007年) 
新潟県中越沖地震」 

「平成16年(2004年) 
新潟県中越地震」 

「昭和 59 年(1984 年)長野県西部地震」 

「北美濃地震」 

「平成 19 年(2007 年)能登半島地震」 

今回の地震 

図中の茶細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を表示 
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気象庁作成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26年 11 月 22 日 長野県北部の地震 

前後の地震活動 

図中の断層（赤線）は、地

震調査研究推進本部によ

る主要活断層帯を示す。 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

（M≧2.0 の地震のみを表示） 

震央分布図 
（2014 年 11 月 18 日 00 時～11 月 23 日 09 時、深さ０～20km、M 全て、 

11 月 18 日以降 22 日 22 時 07 分までの地震をマゼンダで示す） 

上図内の直線Ａ－Ｂに沿う断面図 
Ａ Ｂ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図（時間軸を拡大）

2014 年 11 月 22 日 18 時～23 日 09 時 

22 23 

白馬村 

小谷村 

大町市 

小川村 

長野市 



気象庁作成 

 
 
 
 
 

11 月 22 日 長野県北部の地震活動（速報版） 
（Double Difference 法による震源再決定） 

震央分布図 
（2014 年 11 月 18 日－11月 23 日 09 時、Ｍすべて、深さ０～20km） 

※22 日以降の震源を濃く表示 

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

再計算前 再計算後 
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気象庁作成 

 
 
   
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上図内のメカニズムの圧力軸分布 

11 月 22 日長野県北部の地震 ～ 周辺の地震のメカニズム分布 

メカニズム分布（初動解） 

（1985 年以降、深さ０～30km、Ｍ≧3.0） 

（赤：逆断層型 青：横ずれ断層型 黒：どちらにも属さないもの） 

 

今回の地震の震央位置 



内陸及び沿岸で発生した主な地震の
余震回数比較（※本震を含む）（マグニチュード 以上）

年 月 日 時 分現在

積
算
回
数

本震からの経過日数
※本震を含む。

※この資料は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。

（日）

気象庁作成

平成 年 年 長野県北部

平成 年 年
長野県北部の地震

平成 年 年 岩手・宮城内陸地震

平成 年 年 新潟県中越沖地震

昭和 年 年 長野県西部地震

平成 年 年 新潟県中越地震

平成 年 年 兵庫県南部地震

平成 年 年 鳥取県西部地震
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東京大学地震研究所 2014 年 11 月 23 日臨時地震調査委員会資料  

 
 

 
 
２０１４年１１月２３日現地調査の結果（速報）場所「大出」 

 写真１：報告（佐藤比呂志）北に向かった写真。右手側が隆起している。

 
 
 
 

写真２：北から南をみる。東側の上盤側が隆起、畑におしかぶせている。 

 
 
 
 
 

写真撮影位置（大出） 



 
 

（２）糸魚川－静岡構造線の北部近辺の活断層のトレース（本震及び余震震央を追加） 

 
図６：糸魚川－静岡構造線断層帯北部（小谷―明科区間）（審議中のトレース；区間名は暫定）。神城断
層北方のピンク線は文部科学省研究開発局（2010）により明らかにされた変動地形的特徴と重力急変

帯の特徴から延長を検討中の部分を示す。気象庁による平成26年11月23日11時55分の報道発表資料
による本震及び余震の震央分布を追加した。 


